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I. 総括研究報告書 

厚生労働科学研究費補助金（女性の健康の包括的支援総合研究事業） 
令和元年度総括研究報告書 
女性の特有の疾病に対する健診等による介入効果の評価研究 
 
研究代表者：大須賀 穣 東京大学医学部附属病院 女性外科 
研究要旨 
女性のもつ労働力を社会経済活動に活用する必要性が認められるようになって久しいものの、

その社会的基盤は十分に構築されているとは言い難い。中でも女性が社会において継続的に働

くために必要な健康面への配慮は大きく立ち遅れており、研究的な理論武装をすることは社会

的要請といえる。女性の健康を考えるためには月経周期・妊娠・出産・更年期・閉経という女

性ホルモンの変動により健康状態が大きく影響を受けることを意識した特別な管理をすること

が必要であるが、それを意識した上で女性の健康寿命の延伸を図ることと、女性の社会経済活

動を賦活化させるため、女性の健康維持を総合的に評価し推進する経済的視点からみた検討は

まだ少ないことを反映し本研究はおこなわれた・ 
本研究班は、健康診断が女性の健康に及ぼすインパクトを評価しその合理性を明らかにする

ことを、医学的のみならず社会学、経済学の視点から女性の健康にアプローチをして、①子宮

内膜症に罹患している女性の疾患に関連することで損なわれる生活の質（QOL）と社会経済学
的な損失を明らかにする。②月経随伴症状（月経困難症、月経前症候群）、更年期症状などのも

たらす QOL低下につき定量的な解析およびレビューを行う。③健診などの予防医療に対する受
容行動の文責、④骨粗鬆症、甲状腺機能の健診がもたらしうる可能性の検討、といった、性差

を意識した日本における実行可能な女性の健康を守るための施策を提案する。という事業をお

こなった。 
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Ａ.研究目的 
女性はライフステージ、つまり月経周期が

開始する思春期から、性成熟期、周閉経期、

老年期というように年齢に応じた分類が可

能であるが、その時に重要とされるのは、各

ステージにおける女性ホルモンの分泌レベ

ルである。女性ホルモン・エストロゲンの分

泌レベル変動により健康状態の維持が大き

く影響を受ける。例えば 20代においても疾
患のため両卵巣を摘出されるとその女性の

内分泌環境は閉経期ないしそれ以降のステ

ージと合致するというシンプルな事実があ

る。しかしこのことは世間一般には十分知ら

れているとは言い難い。就労期である 20〜
60代の働き盛りの年齢において問題となる
疾患は、若年から発生するものとして順に月

経困難症（器質性または機能性）、子宮内膜

症、子宮筋腫、子宮腺筋症、不妊症などが挙

げられる。周閉経期ないしそれ以降では、女

性ホルモンの防御的機能が喪失することか

ら、骨粗鬆症、高血圧、脂質異常症などが増

悪するが、このことは男性の加齢現象とは大

きく異なることから、女性ホルモンの分泌状

態に依存する性特異的疾患が多い。よって女

性の健康を管理するのであればこういうホ

ルモン変動を意識した特別な管理が必要で

あるが、これまでに制度化されてきた各種健

康支援対策において、上記のような女性特有

の健康特性は十分周知されておらず、故に我

が国においても政策に十分反映されていな

かった。 
過去十数年間において女性を取り巻く社

会的環境は大きく変化しており、女性の社会

進出も加速度的に進行しているが、同時に世

界的にもかつてないスピードで少子高齢化

が進む日本において、持続的な経済成長を可

能にするためには、女性の活力と労働力を有

効に社会に取り込むことが必須である。一般

的寿命と健康寿命の乖離、特に女性に置いて

は人生のその 1/7が要介護状態であるという
ショッキングな報告がなされて以降、健康寿

命延伸を加速させ世界に先駆けて生涯現役

社会を確立させること、女性の活躍推進とい

う方針が政策課題としても明確かつ強く打

ち出されたこともあり、女性活躍支援とその

推進は喫緊の重要課題となっている。 
平成２０年４月より、内蔵脂肪型肥満に着目

した特定健康診査・特定保健指導の実施が医

療保険者（国民健康保険・被用者保険）に義

務づけらた。特定健康診査・特定保健指導は

４０歳以上７５歳未満の被保険者・被扶養者

が対象となる。生活習慣病の予防・早期発見

のためにも積極的な受診が勧奨されるよう

になったが、健康日本 21 中間報告書(平成 
19 年 4 月)において、糖尿病 有病者・予備
群の増加、20~60 歳代男性における肥満者
の増加、野菜摂取量の不足、日常生活におけ

る歩数の減少など、健康状態及び生活習慣の

改善が認められない、もしくは悪化している

といった実態が明らかとなった。女性の健康

を推進する上で女性の健康を把握するため

に何が必要なのかを考える上で、いわゆるエ

ビデンスを構築する必要があるが、その第一

歩として、まず女性の健康維持に対し何が必

要なのかを本研究班は調べることとした。本

研究においては、女性の健康維持を効率よく

もたらすために必要な健診がどのようなも

のかということを考察しエビデンスの構築

を始めることとし研究内容フロー（図 1）に
沿って研究を遂行した。 
 
Ｂ.研究方法 
（１）30〜40 代女性の健康に影響を与え
QOL を著しく損ねる産婦人科領域の代表的
疾患である子宮内膜症を対象として、子宮内
膜症の早期発見・管理手法の有効性のエビデ
ンスを整理し、子宮内膜症の早期発見・管理
手法（例えば、経口避妊薬（OC、ピル））の
費用対効果の検討することで、女性の健康を
守る方策を提案し、日本社会における女性の
健康の社会経済学的なインパクトを探索する
こととした。これらの疾患に関連することで
損なわれる、女性の生活の質と社会経済学的
な損失を検討することで、現在克服すべき課
題を明らかにするとともに、その解決のため
に見直し・推進すべき施策も明らかにする。 
（２）月経症状と QOL との関連について、
月経周期が不順であるかどうかによっても効
用値で評価される QOL に影響があることが
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先行研究で指摘されている。月経不順と月経
随伴症候群は女性の健康と生活に大きな影響
を与えることが知られているが、QOLへの直
接的な影響はまだわかっていない。働く女性
に対するアンケート調査結果に対して QOL
調査を行い、月経随伴症状のうち、どの症状
が QOL 低下に影響を及ぼしているか、月経
周期が不順であるかどうかを制御した上で月
経症状が QOL に影響を及ぼすかどうかにつ
いて分析するための定量的な評価を行った。 
（３）女性特有疾患である乳がん、子宮頸が
んに焦点を当て、がん検診における医療技術
評価の有効性のエビデンス整理として、乳が
ん・子宮頸がんの検診等において QOL（Index
型 QOL尺度 EQ-5D-3L、EQ-5D-5L、SF-6D）
の変化を検証した研究を systematic review
によって抽出し、検診結果も含めたがん検診
前後での QOL の変化を整理することを目的
とした。本邦では生殖年齢の 70～80％が月経
前に何らかの心身の変調を自覚するといわれ
ている。日常生活に著しい支障をきたしてい
る場合は医学的な介入により症状の改善が見
込める可能性があるが、多くが受療していな
いと考えられている（日本医療政策機構）。
また、女性特有の月経随伴症状などによる労
働損失は 4,911 億円と試算されており
（Tanaka E et al., 2013）、月経に伴う症状
に対し適切な受療を進めることは社会経済的
観点からも重要である。 
（４）月経随伴症状の中でも、月経前症候群
PMSおよび PMSの重症型である月経前不快
気分障害 PMDDに関しては QOL損失の検討
が不十分であることに着目し、本研究では、
インターネット調査会社が保有する一般国民
パネルから無作為に抽出された 25～44 歳の
働く女性約 3000 名を対象に、米国産婦人科
学会による PMS 診断基準を元にしたスクリ
ーニング検査、QOL（SF-36）および生産性
損失の測定を行うこととし、PMSの疑いのあ
る者に対しては婦人科受診を勧め、6 ヶ月後
に受診状況、治療内容（非薬物療法/薬物療法）、
自覚症状、QOL、生産性損失を調べる追跡調
査を行う。PMSの可能性を知らせた場合の女
性の受診率を算出するとともに、PMSの疑い
例のうち受診群と未受診群で、症状の改善割
合、QOLスコアおよび生産性損失の変化に差
があるか検討することとした。 
（５）更年期女性における更年期症状・月経
異常（PMS等）・抑うつ症状などの早期発見・
予防に関する効果的な検診項目を明らかにす

ることを目的に 3つの研究を計画し進めてい
る。 
（６）運動器疾患の中でも特に性差が著明で
ある骨粗鬆症（OP）の予防における OP検診
の有効性を解明することとした。 
（７）女性特有の疾病に予防における甲状腺
異常を検出するための甲状腺機能（TSH , 
FT4）項目測定の有効性を解明することとし
た。 
以上（１）～（７）のデータを収集し、評
価・分析の上、現在日本において実行可能な
女性の健康を守るための施策を提案する。な
お本研究の社会経済的検討に資する基盤とし
て、補助的に主に内分泌関連の基礎的研究を
一部行った。 
 
Ｃ.研究結果 

（１）子宮内膜症患者については患者の属性

を尋ねる調査票と電子カルテ上にある病気の

重症度・治療の通院頻度、レセプト上にある

支出などと照らし合わせ疾患と経済的損失、

QOL 状態との相関関係を検討することによ
り、女性の社会経済的活動がどれほど子宮内

膜症によって損なわれているかを検討してい

る（図２および３）。 
具体的には子宮内膜症治療における経口避妊

薬（OC）・低用量エストロゲン-プロゲスチン
（LEP）治療の費用対効果評価を開始した。
Arakawa（Cost Eff Resour Alloc 2018;16:12. 
doi: 10.1186/s12962-018-0097-8）らが報告し
た「月経困難症・子宮内膜症に対する適切な

医学的な介入を行うことで費用対効果に優れ

る」研究で用いたモデルの改変を試みた。モ

デルに改良おいて特記すべきことは、「月経困

難症・子宮内膜症」の病態変遷に加え「卵巣

がん」は発生を組み込んだことである。また、

モデルに組み込むため、医事会計システム由

来のレセプトデータベース（JMDC社：2011
～2015 年の 5 年分の健診、診療情報、レセ
プ ト 情 報 な ど ) の 医 事 会 計 シ ス テ ム
（1,048,576 名登録）より「子宮内膜症関連
疾患（ ICD10 中分類コード： N80-N98）」
と診断された患者を抽出し、診断病名ごとに

平均費用を集計した。その結果 1387 名のレ
セプトが特定され、平均費用は入院外では 1
日当たり 16,447 円、入院では 1 入院当たり
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468,674 円、そして DPC では 1 入院当たり
414,521 円であった。今後はこの値を分析モ
デルの組み込むこととした。また、別途子宮

内膜症患者の労働生産性に着目し、人的資本

法を用いて治療介入の影響を試算した。その

結果、年平均約 149,000円の損失が回避され
ることを推定した。通院時に支払っている医

療費について、年間の治療費を算定すること

により、総治療費と病気の重症度と対応させ

ることで、経済学的損失を推測する予定であ

るがこちらはまだ終了していない。また、子

宮内膜症のマルコフモデルについては卵巣が

ん発生の懸念が約１％前後あることを計算の

前提として算入するようにした（図４）。これ

はまだ検討中であるが、以前の研究内容から

精密さを増すことができたものと考えられる。 
（２）生産性は WPAI 質問票を用いて評価し
ている。月経周期に関する体調不良があると

きどの程度生産性が低下するかという設問を、

症状がある日で調整すると、症状が強い日に

生産性が低下することが示された（図５）。ま

た月経不順が労働生産性に与える影響を検討

してみたところ、月経順調群と不順群では、

不順群の方が体調不良時の生産性低下と労働

時間全体の中での生産低下とも大きかった

（図６）。年齢や職種を調整してても、働く女

性にとって月経に関する体調不良を通じた生

産性の低下は QOL 全体の低下と大きく関連
していること、1.4％の生産性低下が、1％の
効用値減少と関連していることも明らかとな

った（図７）。 
（３）systematic reviewは PRISMA声明に則
して実施し、チェックリストを使用し、デー

タベース検索には、‘PubMed’‘医中誌’
‘Medline’‘ProQuest’を用い、2020 年 2
月 29日までに発表されたものを対象とした。
検索式は（QOL OR SF-36 OR SF-6D OR 
EQ-5D）AND (mammography screening OR 
breast cancer screening) AND (smear test 
OR cervical screening OR pap smear test)を
用い、文献を抽出した。その結果、抽出され

た論文は 1600件（PubMed：24件、医中誌：
0 件、Medline：3 件、ProQuest：1573 件）
であり、Title 及び Abstract を精査した結果、

1223 件を除外し残り 377 件の本文を精査し
た結果、3 件（Questionnaire study：2 件、
simulation model study：1件）を該当論文と
した。 1) Korfage IF et al. BJOG. 2012 
Jul;119(8):936-44.doi:10.1111/j.1471-0528.2
012.03344.x, 2) Stout NK et al. J Natl Cancer 
Inst. 2006 Jun 7;98(11):774-82., 3) de Kok 
IMCM et al. Int J Cancer. 2018 Jun 
1;142(11):2383-2393. doi: 10.1002/ijc.31265.。
1 及び 2 の研究では、検診前、検診後、検診
結果後においてQOLは 1）EQ-5D：0.89、0.90、
0.91、2）EQ-5D：0.89、0.90、0.91、SF-6D：
0.84、0.85、0.86）と変化していた。3）にお
いては simulation Studyであるが、1990-2000
年、アメリカで実際行われた mammography
の費用に基づき Utilityと QALYが算出されて
いる。結果として mammography 自体 QOL
に変化はないが、アメリカでは乳がんスクリ

ーニングを行うことは米国女性の健康に大き

く貢献しているとの結果が示されていた。人

間ドック受診者に対する検討としては、日本

人間ドック学会データ、三井記念病院健康診

断受診者を活用するなどして統計解析を予定

している（図８）。QOL 評価に関しては、従
来法とは大きくことなり FACIT-Sp 質問票を
使用することで、スピリチュアル QOL を評
価する予定であるが、現在倫理申請中である

ためデータはない。 
（４）2020 年 1 月、株式会社マクロミルの
持つ全国の一般国民パネルから無作為に抽出

された 25歳から 44歳までの働く女性で定期
的な産婦人科通院をしていない者（3000名）
を対象に MDQによる月経症状の評価、SF-36
による QOL 測定、WHO-HPQ による生産性
損失の測定を実施したうえで、ヘルスケアラ

ボ（http://w-health.jp/）掲載の PMSチェック
シートの体験（介入）を行った（図９および

１０）。65％の回答者が PMSチェックシート
を通じて PMDDや PMSの可能性を示され受
診を勧奨された。来年度の介入後調査では、

介入後の受診状況、治療内容、月経症状、QOL、
生産性損失について評価を行う予定としてい

る。 

（５）諸外国の健康教育、健診システムの現

状と効果のレビューを行った。結果国内文献
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では、RCT研究は 4件あり、骨粗しょう症予
防や生活習慣改善、うつ軽減の効果を見てい

るものであった。介入内容は、パンフレット

の配布などの教育を行いその効果が報告され

ていた。その他、乳がん健診などの受診行動

の研究や横断研究では更年期症状と生活要因、

経済的損失との関連も報告されていた。海外

文献では、肥満改善のための運動・食事の介

入の効果を検証している RCT もしくはシス
テマティックレビューが行われ、肥満軽減に

は運動と栄養の両方の介入が必要であること

が報告されている。国内外において、ホルモ

ン療法などの薬物投与の効果の検証が多く報

告されていた（図１１）。 
大阪府の健診データとレセプトデータを活用

し、40-50 歳代の女性を対象に、生活習慣と
更年期症状の内服との関連を検討している。

現在データのクリーニング中である。20-50
歳代の就労女性を対象に、更年期特有の症状

と生活習慣、就労ストレスに関する横断研究

を進めており、4 月に倫理委員会の承認を得
たところである（図１２）。 
（６）一般住民を対象とした大規模住民コホ

ートにおいて、和歌山県太地町在住の 40 歳
以上の女性を対象として、Dual Energy X-ray 
Absorptiometry (DXA)を使用した腰椎、大腿
骨近位部の骨密度検診を実施した。検診参加

者は 795人（平均年齢 62.8歳（標準偏差 13.1
歳））となった。2020年 3月末に検診を終了
したため、現在解析中である（図１３および

１４）。 
（７）和歌山県山村、漁村における大規模住

民コホート第 3回調査の女性参加者において、
甲状腺機能項目（TSH , FT4）の測定を実施
し 1,060人の測定が終了した。平均 TSH値は
2.19 (4.93) μIU/mL、FT4 値は 1.31 (0.26) 
ng/dL であった。FT4 値が基準値より低いも
のを甲状腺機能低下状態、高いものを甲状腺

機能亢進状態と定義した場合、全体の 0.96%
が亢進状態、0.19%が低下状態の範疇にある
ことがわかった。 
 
Ｄ.考察 

今年度は初年度ということもあり、全体的に

は総論的なデータが多いことは否めない。し

かし、われわれの取り組みはかなり幅が広い

ことが結果の記載からも分かる。これまでに

検討が不十分であった子宮内膜症、月経困難

症、健診そのものの評価、更年期障害、PMS
および PMDDに加え、女性の視点で特化した
骨粗鬆症、甲状腺機能障害などに対し、本研

究では新たな視点をもって検討していること

から、最新かつユニークな知見を得ることが

できたものと考えている。月経症状、月経周

期と QOL の関連については、関連疾患の費
用対効果評価等の医療経済評価を行うための

必要なデータとなる。Systematic reviewの実
施結果より、我が国ではがん治療における医

療技術評価は存在するが、スクリーニングそ

のもの、また、スクリーニング結果（陽性、

偽陽性も含めた）における費用対効果評価は

なされていない現状がある。予防医学の視点

から、より多くの女性の健康を向上させるた

めには、検診という存在を欠かすことはでき

ない。検診受診率の向上を考える上で、質を

担保した医療技術評価は今後ますます需要を

増すであろうと推測され、本研究で QOL の
変化を示すことは非常に重要で有益であると

考えられる。 
 
Ｅ.結論 
女性の健康を包括的支援することは、従来

のわれわれの取り組みだけでは不十分であり、

女性に高頻度で認められる疾患全体へと目を

向け、健診の効果を検討する研究が至適と思

われる。 
女性の健康の社会経済学的影響と健診のも

たらす効果を、疾患、健診そのものの影響に

まで検討対象を広げて本研究班は幅広く検討

した。今回得られた結果をさらに詰めること

で最終的には政策への反映が可能であり、真

に女性が活躍できる社会の実現を目指すため

の第一歩と考える。 
 
Ｆ. 健康危険情報 
特になし 
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